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(人工膝関節置換衡における回旋アライメントの解析)
































結果は、線A，B問の角度は平均2βj:5.40(160~ ー 100 ) であり、二つの指標に大きな相違はなかった。
しかし、全体的にみると(+)側の相違が多い事より、腫骨結節の内側1/3を指標に踏脅コンポーネントを
設置すると、大腿骨コンポーネントに対して腔骨コンポーネントは外旋位に設置してしまう傾向があるこ
とが示された。また、 54膝 (49.5%)で5。以上の相違、 13膝(11.9%)で100以上の相違を示した事より、
一般に崩いられている腔骨結節の内側1/3を指標に腔骨コンポーネントを設置すると、大腿骨コンポーネン
トに対して10例に1例は10度以上のミスマッチが起こり、最大では16。にも達する事が示された。
TKAにおいて適切な回旋アライメントを得ることは、良好な長期成績を得るための重要な因子である。
本研究により、人工膝関節置換術の回旋アライメントの決定に際して、一般に使用される解剖学的ランド
マークでは大きな誤畏が起こり得る可能性が示唆された。
以上の研究は高齢化社会に伴い、今後さらに増加する変形性膝関節症に対する治療法のーつであるTKA
において、寄与するところが大であると考えられるのよって本研究者は、博士(医学)の学位を授与され
るに値すると認められた。
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